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特
別
児
童
扶
養
手
当

「
所
得
状
況
届
」
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
（
所
得
限
度
額
超
過
に
よ

り
、支
給
停
止
中
の
方
を
含
む
）
が
、

受
給
資
格
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

毎
年
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
所
得
状
況
届
を

も
と
に
、
受
給
者
本
人
お
よ
び
同
居

親
族
な
ど
の
所
得
状
況
を
確
認
し
、

本
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
手

当
が
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
定

し
ま
す
。

　

受
給
者
の
方
に
は
、
所
得
状
況
届

書
を
同
封
し
た
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
提
出
が
な
い
と
、
同
期
間
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間
…
８
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

▼
提
出
場
所
…
社
会
福
祉
課

▼
持
参
す
る
も
の
…
ご
自
宅
に
届
い

　

た
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
当
は
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
重
度
・
中
度
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
、家
庭
で
監
護（
保

護
者
と
し
て
生
活
の
面
倒
を
み
る
こ

と
）
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
方
が
受
け
ら
れ
る
手
当
で
す
。

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
が
発
生

し
た
際
に
、
家
族
な
ど
の
援
助
が
困

難
で
何
ら
か
の
助
け
を
必
要
と
す
る

方
（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
台
帳
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
要
援
護

者
へ
の
登
録
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
登
録
す
る
た
め
に

は
、
地
域
支
援
者
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
支
援
者
と
は
、
災
害
時
要
援

護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、
災
害
時

に
可
能
な
限
り
情
報
の
伝
達
や
安
否

確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
く
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
の

こ
と
で
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
か
ら
、
地
域
支
援
者
の
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
に
登
録

さ
れ
た
方
に
は「
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。「
あ
ん
し
ん

カ
ー
ド
」
と
は
、
氏
名
、
住
所
、
緊

急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
な

ど
の
個
人
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
災
害
時
に「
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」

を
提
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
緊
急
連

絡
先
へ
の
連
絡
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
災
害
時
要
援
護
者
に

　
　
　
　
　
　
　

登
録
で
き
る
方
】

　

肢
体
不
自
由
（
１
級
・
２
級
）、

視
覚
障
が
い
（
１
級
・
２
級
）、
聴

覚
障
が
い
（
２
級
）、知
的
障
が
い
（ 

  

Ａ  

・
Ａ
）、
精
神
障
が
い
（
１
級
）、

寝
た
き
り
高
齢
者
、
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者

地
域
支
援
者
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
、
前

記
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る
状
態
に
あ

る
難
病
患
者
、
そ
の
他
の
方

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

問
申

　

  　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
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問
申

文
化
協
会
主
催
事
業

郷
土
の
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ

郷
土
の
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ  

そ
の
６

そ
の
６

　

郷
土
の
街
め
ぐ
り
は
、
市
内
・
外
を
含
む
名
所
巡
り
な
ど
を
行
い
、
郷

土
愛
を
育
み
、
さ
ら
に
は
、
社
会
見
聞
を
広
め
、
文
化
振
興
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
街
め
ぐ
り
は
結
城
市
つ
む
ぎ
の
館
・
称
名
寺
や
、
株
式
会
社
エ

フ
ピ
コ
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
な
ど
を
め
ぐ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
や
予
科
練
平
和
記
念
館
な
ど
を
見
学

す
る「
郷
土
の
街
め
ぐ
り
」を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
９
月
26
日
㈭　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
乗
車
場
所
お
よ
び
集
合
時
間

　

総
合
運
動
公
園
第
三
駐
車
場
（
県
道
沿
い
）
＝
午
前
８
時
30
分

　

Ｔ
Ｘ
み
ら
い
平
駅
前
＝
午
前
８
時
40
分

　

谷
和
原
庁
舎
前
＝
午
前
８
時
50
分

　

小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
＝
午
前
９
時

※
掲
載
し
た
時
間
に
は
出
発
し
ま
す
の
で
、
10
分
前
ま
で
に
は
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

▼
見
学
場
所
…
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
（
つ
く
ば
市
）

　
　
　
　
　
　

予
科
練
平
和
記
念
館
（
阿
見
町
）

　
　
　
　
　
　

カ
ガ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
株
式
会
社　
（
龍
ケ
崎
市
）

▼
費
用
…
１
５
０
０
円
（
弁
当
・
イ
ベ
ン
ト
保
険
料
な
ど
）
当
日
集
金

▼
定
員
…
40
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

※
９
月
上
旬
に
、
抽
選
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
…
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

　

バ
ス
の
乗
車
場
所
を
記
入
し
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
」

　

宛
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
複
数
名
で
の
参
加
希
望
に
つ
い
て

　

は
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
…
８
月
23
日
㈮
ま
で
消
印
有
効

▼
申
込
先
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）　

〒
３
０
０
‐
２
３
９
５　

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５
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○


